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平成２９年度　学校評価　集計結果とまとめ　総括

 S部門の教員と学校介護職員との連携については、多数の御

意見をいただきました。学校介護職員の児童・生徒に対する支

援の充実を図ることができるよう、研修等を継続して実施いた

します。また、教員と学校介護職員の連携の充実を図り、児

童・生徒への効果的な学習指導が展開できるように努めます。 

 B部門は、会議等の機会を十分に利用し、学校や寄宿舎、看

護師との連携を密にし、児童・生徒理解をさらに深めます。 

【来年度の具体的取組（予定）】 

・外部専門家等活用による児童・生徒理解に係る研修の実施 

・学習指導アドバイザーの活用（月１回） 

 通知表や授業参観ガイドの導入について、高い評価をいただ

きました。引き続き、学校での取組を保護者の皆様へ分かりや

すくお伝えできるように努めてまいります。 

 また、教職員の指導力を高めるための授業者支援会議や、宮

城先生をお招きしての教職員研修、保護者の皆様対象の学習会

も高い評価をいただきました。この結果を受け、来年度の取組

がより充実したものとなるよう検討いたします。 

【来年度の具体的取組（予定）】 

・全教職員参加研修や授業者支援会議の継続実施 

・教材作成アドバイザーを活用した教材作成の充実 

 S部門訪問学級の保護者の皆様から、タブレット端末等の

ICT機器の活用について、高い評価をいただきました。来年度

もICT機器を活用した教育活動の充実を図ってまいります。 

 高等部学力調査問題作成システムの構築や、マルチメディア

DAISY図書の活用について、校内の教職員間での認知度に差が

あることが分かりました。校内の情報共有をさらに行い、進学

に向けた情報提供や、児童・生徒の指導の充実を目指します。 

【来年度の具体的取組（予定）】 

・漢字検定や英語検定挑戦に向けた補習の実施 

・タブレット型端末等ICT機器を活用した教育の充実 

 避難訓練や宿泊防災訓練については、活動内容が見えにくい

などの御意見をいただきました。災害に備えて定期的に実施し

ておりますので、皆様への情報提供に努めてまいります。 

 また、万一の事故を教訓とした再発防止策の徹底としまして、

保護者の皆様への事故再現と説明、再発防止訓練を校内の教職

員で行い、児童・生徒が安全に学校生活を送ることができるこ

とを第一に指導体制を整えてまいります。 

【来年度の具体的取組（予定）】 

・学校通信特集号の発行を通じた情報提供の充実 

・万一の事故を教訓とした事故再現研修による再発防止策徹底 

 厨房環境に応じた給食の提供やアレルギー疾患のある児童・

生徒への学校給食における対応については、一定の評価をいた

だきました。校舎新築までの期間はありますが、現在の校内に

おいて可能な限りの機能を活用し、取組の充実に努めます。 

 保健・緊急対応については、部門の児童・生徒が健康・安全

に学校生活を送ることかできるよう、校内の教職員や校医、看

護師の連携の充実を検討いたします。 

【来年度の具体的取組（予定）】 

・アレルギー対応や摂食指導に関する教職員の資質向上及び校

内体制の充実、保健便りのより一層の充実 

 地域のニーズを踏まえた支援については、参観ガイドを活用

して行った学校公開や、就学前の子供たちへの支援を目的とし

た光明キッズ等の取組に一定の評価がありました。引き続き、

地域のニーズを的確に把握し、取り組んでまいります。 

 B部門の教育相談や見学については、その充実に向けての課

題が明らかとなりました。今年度の反省に基づき、B部門の教

育相談機能の向上に努めます。 

【来年度の具体的取組（予定）】 

・保護者向け学校外活動等の情報発信や地域向け情報発信 

・B部門への見学・教育相談への対応力の向上 

 学園開校初年度となる今年度は、S部

門、B部門が相互に理解を深める機会と

なった一年であったと考えられます。今

回のアンケートでは、全体的な評価とし

ては高い評価をいただきましたが、学園

として今後検討していく必要がある事項

も多数分かりました。 

 物理的、現実的に改善の難しい内容も

ありましたが、皆様からいただいた御意

見は、より良い学校運営を実現させるた

めに有効に活用できるように努めてまり

ます。改善した点や内容については、学

校便り『光明の学び』や『全校保護者

会』及び全校保護者会通信『光明の橋』

等で、随時お伝えできるようにしていき

ます。御確認いただければ幸いです。 

 教職員一同、この結果をもとに一丸と

なって、より一層の教育の充実に、邁進

して参ります。誠に有難うございました。 

 開校初年度の学園としての一体感の醸成については、一定

の評価をいただきましたが、Ｓ部門・Ｂ部門の児童・生徒の

より一層の交流の必要性やそのメリットの明示についての要

望をいただきました。学園として取組の充実に努めます。 

 校内環境美化は、児童・生徒の毎日の学習活動と密接につ

ながるため、教育環境整備についての教職員の意識向上を図

り、日頃からの美化や全校環境整備を実施いたします。 

【来年度の具体的取組（予定）】 

・開校１周年記念特別教育プログラムの実施 

・第２回全校環境整備の実施 
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